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昭

和

年

代

の

電

化

30

製

品

の

話

が

テ

レ

ビ

番

組

で

出

た

。

洗

濯

機

の

脱

水

は

、

本

体

に

つ

い

て

い

た

２

本

の

ロ

ー

ラ

ー

に

洗

濯

物

を

挟

ん

で

、

ハ

ン

ド

ル

を

手

動

で

回

し

て

水

を

絞

る

の

だ

。

な

つ

か

し

い

ね

え

。

子

ど

も

の

頃

、

お

も

し

ろ

が

っ

て

あ

の

ハ

ン

ド

ル

を

ま

わ

し

た

っ

け

。

洗

濯

物

が

せ

ん

べ

い

み

た

い

に

平

ら

に

絞

ら

れ

て

出

て

き

た

よ

▼

「

お

母

さ

ん

が

（

お

父

さ

ん

が

）

子

ど

も

の

頃

は

…

」

と

、

我

が

子

に

語

る

と

き

、

つ

い

説

教

っ

ぽ

く

な

る

こ

と

が

あ

る

。

子

は

反

論

す

る

、「

時

代

が

違

う

ん

だ

よ

」

と

。

確

か

に

そ

う

だ

。

自

分

が

子

ど

も

の

頃

は

、

ゲ

ー

ム

も

パ

ソ

コ

ン

も

ケ

ー

タ

イ

も

な

か

っ

た

。

今

の

子

に

は

想

像

も

つ

か

な

い

だ

ろ

う

。

で

も

、

そ

ん

な

ハ

イ

テ

ク

は

な

く

て

も

自

分

な

り

に

好

き

な

こ

と

を

探

し

て

有

意

義

に

過

ご

し

た

も

の

だ

▼

今

の

子

が

親

に

な

っ

た

頃

、

何

が

出

現

し

て

い

る

だ

ろ

う

。

ず

い

ぶ

ん

便

利

な

時

代

な

の

だ

ろ

う

な

。

３

Ｄ

の

テ

レ

ビ

や

ゲ

ー

ム

や

電

話

は

当

た

り

前

か

な

。

機

械

が

人

間

に

替

わ

っ

て

ど

こ

ま

で

働

い

て

く

れ

る

の

だ

ろ

う

▼

し

か

し

、

便

利

＝

幸

せ

と

は

限

ら

な

い

。

今

だ

っ

て

、

人

間

に

替

わ

っ

て

ロ

ボ

ッ

ト

や

Ｐ

Ｃ

が

仕

事

を

し

て

く

れ

る

こ

と

も

多

い

が

、

労

働

時

間

は

短

く

な

ら

な

い

で

は

な

い

か

。

ゲ

ー

ム

や

ケ

ー

タ

イ

に

遊

ん

で

も

ら

っ

て

い

る

子

ど

も

ら

は

精

神

的

に

ひ

弱

だ

。

汚

い

こ

と

や

面

倒

な

こ

と

を

避

け

、

人

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

悩

む

姿

を

毎

日

の

よ

う

に

見

る

▼

い

つ

の

時

代

で

あ

っ

て

も

「

人

と

し

て

」

ど

う

生

き

る

か

の

根

幹

を

問

い

続

け

て

、

ま

た

問

い

続

け

さ

せ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

便

利

に

な

れ

ば

な

る

ほ

ど

、

別

の

課

題

が

増

え

る

こ

と

を

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

（

Ｓ

）

愛教労と協力し ともに奮闘する知教労
家族休暇家族休暇家族休暇家族休暇…………
得業手当得業手当得業手当得業手当…………
教員評価教員評価教員評価教員評価…………

家
族
休
暇
縮
減
と
闘
う

県

教

委

は

９

月

、

家

族

休

の

縮

減

に

つ

い

て

左

の

よ

う

な

提

示

を

し

ま

し

た

。

こ

の

改

訂

を

県

が

検

討

し

た

会

に

女

性

が

参

加

し

て

い

な

い

こ

と

が

、

愛

教

労

の

女

性

組

合

員

の

追

及

で

発

覚

し

ま

し

た

。

愛

教

労

は

さ

ら

に

未

就

学

児

の

方

が

病

気

に

な

り

や

す

い

と

も

訴

え

ま

し

た

。
し

か

し

、

県

教

委

は

、

｢

（

２

０

１

１

年

４

月

実

施

へ

向

け

て

）

改

め

て

ご

意

見

は

伺

う

が

、

提

示

内

容

の

変

更

は

考

え

て

い

な

い｣

と

い

う

態

度

で

し

た

。

ま

た

、

永

年

勤

続

休

暇

・

結

婚

休

暇

・

親

族

死

亡

休

暇

に

つ

い

て

も

家

族

休

の

廃

止

を

提

示

し

て

き

ま

し

た

が

、

各

組

合

は

反

発

し

こ

の

３

つ

に

つ

い

て

は

撤

回

さ

せ

ま

し

た

。

県

教

委

は

こ

れ

ま

で

に

も

、

運

転

免

許

更

新

の

家

族

休

を

廃

止

す

る

な

ど

組

合

側

が

勝

ち

取

っ

て

き

た

権

利

を

縮

小

し

て

き

ま

し

た

。

国

や

県

の

方

針

で

あ

る

男

女

共

同

参

画

社

会

や

、

県

教

委

の

定

め

て

い

る

「

愛

知

未就学児

特休５日＋家族休６日（連続）

特休５日（２人目以上１０日）

就学児

特休５日＋家族休６日（連続）

家族休９日（最大）

家族休、夏期はとれない

県

教

育

委

員

会

特

定

事

業

主

行

動

計

画

」

へ

の

明

確

な

逆

行

と

し

て

、

こ

れ

か

ら

も

家

族

が

協

力

し

合

え

る

た

め

の

家

族

休

暇

の

充

実

を

訴

え

て

い

き

ま

す

。

特
業
手
当
を
正
当
に

特

業

手

当

と

は

、

教

員

特

殊

業

務

手

当

と

し

て

災

害

や

宿

泊

行

事

、

課

外

活

動

な

ど

に

出

さ

れ

る

も

の

で

す

。

知

教

労

ニ

ュ

ー

ス

３

月

号

で

お

伝

え

し

た

よ

う

に

、

３

月

に

休

日

に

部

活

を

し

て

も

手

当

の

出

さ

れ

な

い

学

校

が

県

下

で

あ

り

ま

し

た

。

組

合

員

の

い

る

学

校

で

は

支

給

さ

せ

る

よ

う

に

働

き

か

け

、

５

月

に

支

給

さ

せ

ま

し

た

。

手

当

の

調

査

を

事

務

所

が

怠

り

、

調

整

し

な

か

っ

た

の

が

原

因

で

し

た

。

今

年

度

は

、

知

多

事

務

所

管

内

で

上

表

の

よ

う

な

額

が

４

月

に

配

分

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

が

小

学

校

で

は

八

月

に

見

直

し

、

月

に

10

再

配

分

さ

れ

ま

し

た

。

12

月

に

も

再

度

調

査

が

行

な

わ

れ

、

中

学

校

で

も

校

長

が

回

答

し

た

は

ず

で

す

。

給

与

が

貰

え

る

は

ず

の

金

額

よ

り

も

大

幅

に

下

げ

ら

れ

て

い

る

状

況

で

す

。

不

当

な

サ

ー

ビ

ス

労

働

を

少

し

で

も

減

ら

し

て

い

く

よ

う

目

を

光

ら

せ

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

教
員
評
価
実
施
見
送
り

県

教

委

は

、

「

教

職

員

評

価

制

度

検

討

協

議

会

」

で

、

来

年

度

本

格

実

施

に

向

け

て

教

員

評

価

の

苦

情

審

査

会

の

議

論

を

進

め

て

き

ま

し

た

。

今

年

度

か

小学校 9,711,000円

中学校 81,166,000円

北から南から 支部だより

Ａ校では11月の職員会議の後に、「今日の職員会議は10分の超過

があったので、勤務の割り振り簿に付けておきます。」という教頭

の発言。「割り振りは、冬休みにまとめてとってもらってもいいで

す。」とつけ加えた。予想外の発言に驚いた。なぜなら、以前の管

理職は、職員会議の30分程度の超過は、頻繁に実施させていたか

らだ。「勤務時間をオーバーしますが続行しますか。」と、一応職

員の同意を得て、職員会議を続けていた。それが職員会議を7分超

過したため10分の割り振りになった。

しかし、12月に行われた校内研究授業の協議会では、何も言わ

なかった。教頭と話す機会があって「この間の研究授業

の協議会の勤務の超過分はどうなっていますか。」と

質問した。今のところ超過の対象になっていないと

のこと。県レベルでは、割り振りの対象になるもの

だと確信していたので、早急に割り振りに入れてく

ださいと申し出て追加された。

日常の割り振りは今年度になって、ようやく動き

出した。日常の勤務の割り振り簿設置。休日出勤の

学校行事にも、早朝早出の2日間に対して、振り替

えと2時間の割り振りが職員全員に記入されている。そして、それ

を利用した人は、「時休の代わりに割り振り変更で早く帰れて良か

った。」と話していた。職員も、記録が明確に載っているので割り

振りがとりやすいと思う。 （Ｉ）

皆

さ

ん

に

と

っ

て

今

年

は

ど

の

よ

う

な

一

年

で

し

た

で

し

ょ

う

か

。

今

年

一

年

で

問

題

に

な

り

、

知

教

労

は

じ

め

愛

教

労

が

闘

っ

て

き

た

事

例

の

一

部

で

あ

る

家

族

休

暇

、

特

業

手

当

、

教

員

評

価

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。

ら

は

姑

息

に

も

義

務

制

と

高

校

と

を

分

け

て

し

か

も

密

室

で

の

協

議

に

し

、

愛

教

労

側

に

意

見

が

漏

れ

に

く

い

よ

う

に

し

て

き

ま

し

た

。

評

価

制

度

は

、

「

評

価

」

結

果

を

基

に

給

与

・

人

事

・

処

遇

に

結

び

つ

け

る

「

査

定

」

を

し

て

、

教

職

員

の

管

理

統

制

と

賃

金

抑

制

に

つ

な

げ

よ

う

と

す

る

も

の

で

す

。

既

に

い

く

つ

か

の

都

府

県

で

給

与

に

反

映

し

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

に

よ

っ

て

よ

り

教

育

実

践

が

高

ま

っ

た

と

い

う

報

告

は

聞

い

て

い

ま

せ

ん

。

ま

た

、

長

野

県

の

よ

教員評価についての調査（大阪府）教員評価についての調査（大阪府）教員評価についての調査（大阪府）教員評価についての調査（大阪府）

設問：給与反映が意欲や資質向上に

つながるか。

あまりつながっていない

まったくつながっていない 校長の81.7%

よくつながっている 校長の5%

つながらない

まったくつながらない 教諭の約7割弱

う

に

導

入

し

て

か

ら

給

与

へ

の

反

映

を

打

ち

出

し

て

き

て

い

る

県

も

出

て

き

て

い

ま

す

。

大

阪

府

が

行

っ

た

調

査

で

は

、

校

長

も

教

諭

も

給

与

へ

の

反

映

が

教

員

の

意

欲

や

資

質

向

上

に

つ

な

が

ら

な

い

と

い

う

声

が

大

多

数

で

し

た

。

愛

知

県

の

調

査

で

も

同

じ

よ

う

な

結

果

で

あ

り

、

こ

の

制

度

そ

の

も

の

が

、

教

育

的

に

意

味

の

な

い

制

度

で

あ

る

こ

と

が

は

っ

き

り

し

て

き

て

い

ま

す

。

県

教

委

が

出

し

た

苦

情

審

査

会

の

案

に

対

し

て

、

教

育

委

員

会

内

部

で

調

整

す

る

と

、

苦

情

処

理

調

査

委

員

と

審

査

委

員

会

が

兼

ね

る

よ

う

な

実

態

に

な

っ

て

、

公

正

・

公

平

な

審

査

会

に

な

ら

な

い

お

そ

れ

が

あ

る

と

の

発

言

が

あ

っ

た

そ

う

で

す

。

県

教

委

は

、

継

続

審

議

と

し

て

来

年

度

も

教

員

評

価

の

本

格

実

施

へ

つ

な

げ

た

い

と

し

て

い

ま

す

。

第１９９号 知 多 地 方 教 職 員 労 働 組 合 機 関 紙 ２０１０年１２月 発行



データで見る『教員の実態』第９回 知ってるってるつもり・Ｑ＆Ａ

住民による解散請求権とは？住民による解散請求権とは？住民による解散請求権とは？住民による解散請求権とは？

教え子を再び戦争に送らない・平和学習に生かせる写真

Ｑ 名古屋市長派による、市議会解散のための住民投票をする

署名についてよく報道されています。その中で、「名古屋市の

有権者約１８０万人のうち３６万６０００人以上の有効署名数が

集まったので住民投票を実施する」という報道がなされていま

す。中学校の社会科では、「有権者の３分の１以上の署名があ

った場合に住民の投票をする」と習いましたが、名古屋市の場

合は３分の１に遠く達していません。法律が変わったのでしょう

か。

Ａ まず、地方議会の解散請求ですが、法的には地方自治法

が根拠になっています。その第７６条では、「有権者はその３分

の１の署名をもって議会の解散の請求をできる」と規定されて

います。この条文にはただし書きがあり「有権者数が４０万を超

える場合は、その超える数に６分の１をかけて得た数と４０万に

３分の１をかけて得た数とを足した数」と規定されています。

有権者数(人口)の多い都市で、一定期間

に有権者の３分の１以上の署名を集めること

は、ほぼ不可能に近いという理由から２００２

年に法律の改正があり、名古屋市のように有

権者数が４０万人を超える自治体の場合は、

この式が適用されます。名古屋市の場合、有

権者が約１８０万人ですので、

約１４０万×６分の１＋４０万×３分の１＝約３６万６０００

という計算になります。約３７万の署名で解散を請求でき、その

賛否を問う住民投票が行われるのです。

このような制度を住民の直接請求といい、地方自治に直接

民主制を取り入れる大切な制度です。

『1/2』 『1/3』って何の割合？
ボーナスの金額を見て筆者の職場でこんなにも少ないのかと

声が上がりました。皆さんの職場ではどうでしたでしょうか。

表題の数字は、その原因になったものです。

小泉内閣は、「地方にできることは地方に、民間にできること

は民間に」という三位一体の改革を進めました。その中で一番

金額が大きかったのが義務教育費国庫負担制度の存廃問題でし

た。中教審での議論は意見が分かれました。存続派の意見は、「一

般財源化された場合、それまで義務教育費に充てられていた財

源がそれ以外の用途に転用される可能性があり、義務教育の地

域格差が発生するであろう。」とするもの。改革派の意見は「財

源が自前のものになれば、地方自治体の当事者意識が高まり、

意欲的に教育改革に取り組む姿勢が芽生える」というものでし

た。

この問題については、文科省は現状維持を掲

げ、中教審も、1/2の国庫負担制度は今後も維

持されるべきとの答申を出したが、最終的に国

庫負担率を1/2から1/3に変更することで政治決

着しました。結局、その差額は平成18年度から

国庫補助負担金の中に含まれ一般財源化され、

使途は各県が決められることになりました。

財政難に陥った地方自治体は、2/3の負担に耐えられず、総額

裁量性もあり、給与抑制や常勤･非常勤講師の増加、専科教員の

削減に動いています。人事委員会の出した規準を下回る県独自

の給与カットを競いあっている観すらある現状です。

地方財政法の第10条には「国が進んで経費を負担する必要が

ある次に掲げるものについては、国が、その経費の全部又は一

部を負担する」として、その一に｢義務教育職員の給与｣を挙げ

ています。

私たち教職員の労働運動には「教え子を再び戦場に送らない」

という大きな柱があります。しかし、決められた学習内容を進

めることや膨大な仕事量に追われ、どうしてもそこまで取り組

むゆとりがないという方もみえると思います。そこで、今回は、

組合事務所にある原爆写真集を紹介します。

この写真集は、広島平和祈念資料館に展示してある写真や展

示物、あるいは現在の原爆ドームなどを撮影して教材として提

示したり展示したりできるようにしたものです。これらはすべ

て平和学習の教材として使用する許可がとってあります。

中国新聞聞写真部の松重美人氏によって撮影された被爆直後の市街地の

様子です。原爆投下当日の市街地を撮影したきわめて貴重な写真です。

写真は１１枚セットです。Ａ３版ラミネート加工してあります。ご使用

になられる方はＥメールかＦＡＸで組合事務所にご連絡ください。

e-mail：chikyoro@oboe.ocn.ne.jp Tel&Fax 0569-24-5216

被爆直後の市街地。

広島の人たちは被爆数

日後には路面電車を走

らせました。それ以来、

路面電車は広島復興の

シンボルであり、現在

も日本各地で現役を終

えたロマン電車が広島

で市民の足として活躍

しています。

現在の原爆ドー

ム。被爆当時は産

業奨励館という建

物でした。爆風を

ほぼ真上から受け

たために倒壊を免

れたといわれてい

ます。１９９６年

に世界遺産に登録

されました。
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